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獅
子
島
幼
稚
園
・
小
学
校
で
重
機
体
験

僕
も
運
転
で
き
る
か
も

　
７
月
２
日
、獅
子
島
幼
稚
園（
松
岡
仁
志
園
長・　

９
人
）
と
小
学
校
（
同
校
長
・
46
人
）
の
１・
２

年
生
を
対
象
に
重
機
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
は
、
長
島
町
建
友
会
（
宮
脇
徳
仁
会
長
）

が
町
内
で
定
期
的
に
行
っ
て
い
て
、
獅
子
島
で
の

開
催
は
今
回
が
初
。
子
ど
も
た
ち
は
、
高
所
作
業

車
１
台
と
バ
ッ
ク
ホ
ウ
２
台
に
そ
れ
ぞ
れ
乗
り
込

み
重
機
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
楠
元
碧あ
お
と橙
さ
ん

（
５
歳
）
は
「
高
所
作
業
車
は
高
い
と
こ
ろ
ま
で

い
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ホ
ウ
は
優
し
く
教

え
て
く
れ
た
の
で
、
自
分
で
操
作
で
き
そ
う
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

第
76
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

明
る
い
社
会
を
目
指
し
て

　
７
月
１
日
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
理
解
を
深
め
る
「
第
76
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
メ
ッ
セ
―
ジ
伝
達・広
報
出
発
式
が
、

町
役
場
ロ
ビ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
運
動
強
化
月
間
で
あ
る
７
月
に
毎
年
行
わ
れ
、

出
水
保
護
区
保
護
司
会
長
島
支
部
長
の
山
角
美
治

保
護
司
が
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
久
保
祐
紀
保
護

司
が
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
川
添
町
長
に

伝
達
し
ま
し
た
。
山
角
保
護
司
は
「
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
地
域
全

体
で
見
守
り
や
支
え
合
い
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

第
29
回
子
ど
も
芸
術
劇
場

感
謝
や
友
達
を
大
切
に
す
る
心

　
６
月
29
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
３
日
間
、
平
尾

保
育
園
と
風
の
杜
こ
ど
も
園
、
町
文
化
ホ
ー
ル
の
町

内
３
会
場
で
、
劇
団
さ
ん
ぽ
（
福
岡
県
）
に
よ
る
第

29
回
長
島
町
子
ど
も
芸
術
劇
場
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
、
町
内
の
未
就
学
児
を
中
心
と
し

て
芸
術
に
親
し
み
、
芸
術
へ
の
感
性
を
育
む
た
め
に

毎
年
行
わ
れ
、
各
会
場
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
演
目
は
、
ウ
ト
ガ
リ
ア
の
実

で
、同
劇
団
が
手
が
け
た
新
作
で
す
。「
ウ
ト
ガ
リ
ア
」

を
逆
さ
に
読
む
と
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」
に
な
り
、
感
謝

の
気
持
ち
や
友
達
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
の
温
か
い

思
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

川
床
小
・
中
学
校
芸
術
鑑
賞
会

み
ん
な
の
声
が
重
な
り
合
っ
て

　
６
月
18
日
、
川
床
小
学
校
（
豊
島
秀
世
校
長
・

97
人
）
で
、
令
和
８
年
度
青
少
年
の
た
め
の
芸
術

鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
オ
ペ
ラ
協
会
の
８

人
に
よ
る
声
楽
と
生い
く
た
り
ゅ
う
そ
う
き
ょ
く
あ
や
ね
の
か
い

田
流
筝
曲
綵
音
乃
会
の
５
人

に
よ
る
邦
楽
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
会
に
は
、
川

床
中
学
校
（
秦
一
成
校
長
・
46
人
）
の
１・
２
年

生
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
保
育
施
設
や
小
学
校
で
お
な
じ
み
「
に
じ
」
の

曲
を
同
協
会
と
児
童
生
徒
が
大
声
で
合
唱
し
ま
し

た
。
久
保
紗さ

ゆ

み
由
未
さ
ん
（
中
２
）
は
「
に
じ
の
合

唱
で
は
、
み
ん
な
の
声
が
重
な
り
合
っ
て
素
敵
な

歌
声
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。


